
令和６年度 図画工作科 授業改善推進プラン 

 

大田区立東調布第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・各題材のまとめとして自他の作品を鑑賞する時間を十分に取り入れることで、互いの作品のよ

さや工夫したところを感じ取り、認め合う様子が見られた。 

 ・絵や工作、立体の題材のバランスを考えるとともに、発達段階に合わせた用具を十分に使用で

きるように授業計画を立て実施することができた。 

 ・事故防止に努め、環境整備・指導を徹底し、安全に実施することができた。 

 ・学年の実態に応じて、学習にタブレット端末の活用が図れた。 

 

（２）課題 

 ・学年によっては、協働して行う活動や造形遊びなどが十分にできなかった。結果、体全体で表

現する体験が不足してしまった。 

 ・中学年のカッターの技能を向上させること。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（1）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・体全体の感覚を生かしなが

ら表し方が工夫できるよう

に、はさみ、のり、カッタ

ーなどの用具を扱う活動を

十分に確保する。 

・自然物や人工の材料との出

会いの中で、造形的な活動

を思いついたり、考えたり

できるように、環境の設定

や材料の選択を工夫する。 

・各題材のまとめでは、友だ

ちの作品を鑑賞する時間を

十分に確保する。 

・色や形と楽しく関われるよ

う、児童が親しみを感じ、

好奇心が高まるような題材

を選択する。 

・視覚的教材を制作、活用

し、児童の興味を引き出す

とともに、学習の流れが分

かるようにする。 

 

（2）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・手や体全体の感覚を生かし

ながら、表したいことに合

わせて工夫できるよう、金

槌やのこぎりなど新たに学

習する用具を扱う活動を十

分に確保するとともに、カ

ッターやはさみなどの今ま

でに学習した用具の技能の

習熟度を高められるように

・材料や用具との関わりによ

り、表したいことを見付けた

り、アイデアスケッチを描き

ながら作りたいイメージを

広げたりすることができる

よう、題材によって想像や思

考を広げる方法を工夫する。 

・学級の実態に応じてオクリン

クやスライドを使用し、鑑賞

・自分の製作に取り組む姿勢

を自己評価したり、作品製

作の計画を立てたりするこ

とで、主体的に取り組む姿

勢を理解し、意欲的に活動

できるようにする。 



する。 の活動を行う。 

 

（3）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・表現したいイメージに合

わせ、材料や用具を選択

したり、的確に活用した

りすることができるよ

う、用具や材料の準備に

幅をもたせるとともに、

安全の管理を徹底する。 

・材料や用具、場所の特徴か

ら造形的な活動を考えだし

たり、アイデアスケッチを

描きながら作りたいイメー

ジを広げたりすることがで

きるよう、題材に合った想

像や思考を広げる方法を工

夫する。 

・制作途中の作品をタブレット

で記録して見直したり、友達

の作品の工夫に気付いたりす

ることで、作品をよりよくす

る方法を主体的に考えたり、

完成までの計画を立てたりで

きるようにする。 

 

４ 重点指導事項 

 

〇発達段階に応じた知識や技能の習得、定着ができるよう、体全体の感覚を生かして表現する体験

の充実や、用具や材料を試行錯誤しながら活用する活動の確保を十分に行う。（知識・技能） 

 

〇題材に合った多様な思考の広げ方や深め方ができるよう、教材の提示やタブレットの活用を工夫

する。（思考・判断・表現） 

 

〇協働して行う活動を取り入れることで、仲間と共に表現活動を楽しみながら主体的に活動ができ

るようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 


